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上期決算報告

（2015年11月12日）

（2897）

1

 このプレゼンテーション資料は、ＰＤＦ形式で当社ウェブサイト「決算説明会資料」に掲載しています。

http://www.nissin.com/jp/ir/library/

 この資料の金額は、億円単位未満を四捨五入して表示しているため、内訳と合計金額等があわない

場合があります。

 国内事業会社は、2015年4月1日～2016年3月31日を「2015年度、今期」とします。

 海外エリアは、2015年1月1日～2015年12月31日を「2015年度、今期」とします。

※米州地域（コロンビアを除く）は、2015年4月～2016年3月を「2015年度、今期」とします。

※中国地域は決算期変更に伴い、2014年1月～2014年12月を「2014年度、前期」、2015年4月～2016年3月

を「2015年度、今期」とします。

 新規連結等に関して

※中国地域の東莞日清包装有限公司、日清湖池屋有限公司、福建日清食品有限公司、日清食品（香港）管理

有限公司の４拠点は、2014年度第１四半期から新規連結。味楽食品有限公司は、2014年度末より連結除外

（日清食品有限公司への吸収合併による）。浙江日清食品有限公司は2015年度第1四半期から新規連結。

※コロンビア日清【NISSIN FOODS DE COLOMBIA S.A.S.】は2014年度 第4四半期から新規連結。

 売上・利益の「増減率」は決算短信と同じ±％表記を適用しています。

 資料中の三角表記について：絶対値のマイナスは△、増減のマイナスは▲で表記しています。

 海外の関連会社の収益・費用は累計期間の期中平均為替レートを適用しています。

 「スライドNo.」は右上に付記しています。

（ご参考） 資料の表記について



エグゼクティブサマリー
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上期総括

通期見通し

 連結業績 前期比、大幅な増収増益

 「第2四半期連結累計期間の業績予想と実績値の差異」に関する適時開示

 国内事業 前期比 大幅な増収増益

 海外事業 前期比 増収増益 （為替影響含む）

 ブラジル事業の完全子会社化を発表 （公表日 / 2015.8.27）

 上期の好業績を受け、通期業績予想を見直し（営業利益、経常利益、当期純利益）

 ブラジル事業を完全子会社化

 味の素社の持分取得を完了 （完了日 / 2015.10.30）

 第3四半期から連結子会社化

 国内事業の一層の強化と海外事業の底上げを図る

上期レビュー



上期 実績サマリー
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前期比 計画比

2,179 +7.9% △1.8% 2,020 2,220

124 +31.8% +31.9% 94 94

161 +21.6% +34.1% 132 120

108 +33.2% +35.2% 81 80

5.7% +1.0pt +1.5pt 4.7% 4.2%

7.4% +0.8pt +2.0pt 6.6% 5.4%

5.0% +1.0pt +1.4pt 4.0% 3.6%
親会社株主に帰属する

四半期純利益率

上期実績

売上高（億円）

営業利益（億円）

経常利益（億円）

親会社株主に帰属する

四半期純利益（億円）

営業利益率

経常利益率

2015年度 前期 2015年度

上期実績 上期計画

 売上高 前期比 大幅増収

 営業利益、経常利益、四半期純利益が、期初計画を30％以上超えたため適時開示

セグメント別 売上実績
5

2015年度
上期実績

2014年度
上期実績

日清食品 1,016 965 +51 +5.3%

明星食品 200 182 +19 +10.2%

即席めん事業計 1,217 1,147 +70 +6.1%

低温事業 300 280 +20 +7.2%

菓子・飲料事業 199 178 +21 +11.8%

その他 18 15 +4 +23.6%

国内　計 1,734 1,619 +115 +7.1%

米州地域 181 162 +19 +11.7%

中国地域 205 177 +28 +15.7%

アジア地域 38 37 +0 +1.2%

ＥＭＥＡ地域 22 24 ▲2 ▲9.1%

海外 計 446 400 +45 +11.3%

対前期増減額/率

 国内事業は、115億円の増収、前年比＋7.1％で着地

 海外事業は、45億円の増収、前年比＋11.3％で着地（為替影響含む）



セグメント別 営業利益実績
6

2015年度
上期実績

2014年度
上期実績

日清食品 103 88 +15 +16.8%

明星食品 12 4 +7 +158.2%

即席めん事業計 115 93 +22 +23.6%

低温事業 4 0 +4 +1497.7%

菓子・飲料事業 7 9 ▲2 ▲18.6%

その他 1 2 ▲1 ▲66.9%

国内　計 127 104 +23 +21.8%

米州地域 2 3 ▲1 ▲22.3%

中国地域 19 16 +2 +13.7%

アジア地域 △9 △10 +1 -

ＥＭＥＡ地域 △1 △0 ▲1 -

海外 計 10 9 +1 +14.1%

調整額 △13 △20 +6 -

営業利益　計 124 94 30 +31.8%

（退職給付費用の影響を除く） 115 90 24 +26.7%

対前期増減額/率

 国内即席めん事業の営業利益が、連結営業利益を大きくけん引

2015年度 上期 営業利益 増減分析 / 連結
7

【増減要因の算出法】 ①変動費（Ａ,Ｂ,Ｃ,D）＝(今期の売上× 前期の売上高比率) －今期費用 ②固定費（Ｅ,Ｆ,Ｇ,）＝（前期－今期）費用

増益要因減益要因

A：売上高変動

営業利益増減

（単位：億円）

営業利益 124億円（前期比+30億円）

B：原価率変動

C：拡促費比率変動

D：物流費比率変動

E：減価償却費増減

F：広告宣伝費増減

G：一般管理費増減

H：年金調整等

限
界
利
益
増
減

固
定
費
増
減

30

6

▲25

▲11

▲7

▲1

15

18

35

▲40 ▲20 0 20 40

売上高変動

＋ 日清食品、明星食品の価格改定効果、販売数量増

＋ 国内事業会社の売上増

＋ 中国の売上増（為替効果）

－ 日清食品 オープンプライス化による売上減

原価率変動

＋ 即席めん事業の価格改定効果による原価率改善

＋ 明星食品 昨年稼働の埼玉第3工場の歩留まり改善

＋ 米国、中国の原材料安

－ 原材料高騰による影響

－ 日清食品 オープンプライス化による原価率上昇

拡促費比率変動

＋ 日清食品 オープンプライス化による拡促費率減少

－ 香港の拡販費増加

減価償却費増減

－ ERP費用の増加

広告宣伝費増減

－ 日清食品、日清シスコ、明星食品のCM費用増加

一般管理費増減

ー ホールディングの人件費増、経費の増加

－ 米州地域（為替影響、人件費増等）

－ 中国地域（為替影響、人件費増等）



営業外損益、特別損益
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 営業外収益
• 受取利息
• 受取配当金
• 持分法利益
• 為替差益
• 有価証券売却益
• その他

 営業外費用
• 支払利息
• 為替差損
• その他

 特別利益
• 投資有価証券売却益

 特別損失
• 固定資産処分損
• 固定資産減損
• 貸倒損失

（億円）

プラス要素 マイナス要素

41（40）
4（4）
8（10）

15（13）
- （9）
8（-）
6（4）

4（2）
1（1）
1（-）
1（1）

9（8）
9（7）

7（9）
2（2）
-（6）
5（-）

（単位：億円）

（ ）内、前年実績

108 

161 

124 

0 

55 

7 

4 

四半期純利益

非支配株主利益

法人税等計

特別損失

特別利益

経常利益

営業外費用

営業外収益

営業利益

41

9

主な要因

親会社株主に帰属する

非支配株主に帰属する

四半期純利益

100

110

120

130

140

'14/1 '14/2 '14/3 '14/4 '14/5 '14/6 '14/7 '14/8 '14/9 '14/10 '14/11 '14/12 '15/1 '15/2 '15/3 '15/4 '15/5 '15/6 '15/7 '15/8 '15/9

日清 カップヌードル 日清 どん兵衛きつね 日清 ＵＦＯ ※レギュラーサイズ

価格改定の効果
9

価格改定（1月）

260

280

300

320

340

360

380

'14/1 '14/2 '14/3 '14/4 '14/5 '14/6 '14/7 '14/8 '14/9 '14/10 '14/11 '14/12 '15/1 '15/2 '15/3 '15/4 '15/5 '15/6 '15/7 '15/8 '15/9

ラ王5食 チキンラーメン5食 チャルメラ5食 レギュラー袋5食

（円、税込価格）

（円、税込価格） (出典：自社調べ)

消費税増税（4月）

 価格改定以降、スムースに店頭平均価格が上昇

 4月以降、当社即席めん事業は、大きく前年を上回って進捗

業界平均

業界平均

(出典：自社調べ)

カップめん

袋めん



日清食品グループの新たな取り組み
10

NEW TARGET
（アクティブシニア・健康）

日清食品

減塩

塩分30％off

低カロリー

178kcal

明星食品日本の人口ピラピッド

出典：平成22年国勢調査人口等基本集計（総務省統計局）

日清シスコ

ごろっとグラノーラ

低糖質麺
なだ万 和だしの麺

日清食品

（女性・健康）

カップヌードル ライトプラス

食物繊維

栄養バランス

ザクザク食感

野菜のおいしさ

食物繊維

短めヌードル

198kcal

環境配慮

• ごみの減量

• CO2削減

• 電子レンジ調理

CUP NOODLESの紙容器化（新カップ）

大手流通でテスト販売スタート

（7月～）アメリカ

低糖質

糖質50％offActive Senior

Core

Female

Next Generation

フォーカスポイント ① 日清食品のマーケティング - 1
11

Nextジェネレーションの育成

100年ブランドカンパニーに向けて

女性顧客の育成 アクティブシニア対策

ブランド価値の向上 収益構造の強化新しい価値の提供

５７歳 ４４歳 ３９歳 ３９歳
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フォーカスポイント ① 日清食品のマーケティング - 2

日経リサーチアワード 「企業ブランド大賞2015」 大賞受賞

日清食品 ＝ 挑戦し続ける実力者

※2015年10月27日 発表 大賞受賞社 ７社
http://www.nikkei-r.co.jp/award/co-brand/2015/index.html

TOPICS

具材充実/価格改定

ブランド価値の向上・収益構造の強化

の活用

コミュニケーションプランの進化

女性・健康

健康

健康・シニア

イタリア人が認めなかったパスタ「気にせず、新発売。」

新しい価値への挑戦

エスニック

海外現地法人との協業

カップヌードル
ブランド

売上金額

約２割UP

Nextジェネレーションの育成

TVCMプラン変更

CVSユーザーへの

提案強化

フォーカスポイント ② 中国事業アップデート
13

 香港ドル高によりカナダ、豪州向け輸出減少

 香港ブランドの輸出強化

 「出前一丁（袋）」の上海向け輸出スタート

 他カテゴリ－（ポテトチップス等）の

売上拡大

 市場環境

• 中国経済の減速 / GDP成長率（第3四半期） 前年比+6.9％ ※6年ぶりの低成長

• 沿岸都市（広東省、福建省、浙江省等）の中小企業の倒産、工場閉鎖による景気の後退、消費人口の減少

• 即席めん大手メーカーの減収基調

香港地域

大陸地域

香港の収益性強化と大陸での合味道ブランドの強化と生産体制の確立

ブランド戦略、エリア拡大戦略により、2桁台の売上成長を目指す

域内の売上は前年を維持、大陸輸出の強化

東莞日清包装 包装資材工場

（2015.4 稼働）

福建日清食品 即席めん工場

（2016.4 稼働予定）

日清食品（香港） 袋めんライン

（2016.6 稼働）

浙江日清食品 即席めん工場

（2017.1 稼働予定）

合味道BIG

 既存エリアの成長性確保

 「合味道BIG」の店頭カバー率の拡大と回転率の向上

 上海地域で「出前一丁（袋）」の販売スタート（1食4.5元～5.5元）

 エリア拡大による売上増加（営業所新規開設 30都市（2014年度末） → 31都市(現在) / 年内33都市目標）



フォーカスポイント ③ ブラジル事業 完全子会社化
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 業績

（単位：千BRL） 2012年12月期 2013年12月期 2014年12月期

総資産 274,027 315,581 332,671

売上高 514,739 643,318 695,198

（参）平均レート 41.00円/BRL 45.38円/BRL 44.57円/BRL

※ 営業利益率は安定的に8～9％を確保

※2015年度から決算期を4月～3月に変更

（備考） 特別利益計上額・のれん代・のれん償却年数については監査中につき現時点で確定していません。

 即席めん市場データ

21.4 23.2 24.8 23.6

11.0

11.9

12.5

12.4

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

12.5

13.0

0

5

10

15

20

25

30

2011 2012 2013 2014

総需要（左軸）

１人当たり年間喫食数（右軸）

（億食） （食）

96%

4%
カップめん

袋めん

(出典：自社調べ)

 マーケットシェア（2014年）

64.4

%

(出典：自社調べ)

 市場の袋・カップ構成比（2014年）

 当社ラインナップ

Nissin Lamen TALHARIMNosso Sabor CUP NOODLES

ブラジル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

財務政策・資本政策 アップデート
15

投資計画

減価償却費 2015年度（期初計画） 178億円
（億円）

2012年度 2013年度 2014年度
2015年度
（期初計画）

143 145 154 178

事業投資

（方針）
• グループ成長を加速するM&A案件など、

国内・海外の競争力強化のための投資を適宜検討

設備投資

設備投資・事業投資は、中計期間3か年で総額1,150億円の範囲内でコントロールして使用

着地見込…ほぼ予定通り

(実績) ’13年度 275億円 、’14年度 230億円

（計画） ’15年度 382億円

ブラジル事業の子会社化 325億円

その他 83億円 （3年間累計）

中計3か年 着地見込 887億円

中期3か年 実績合計 408億円

株主還元施策

（方針）
① 配当…連結配当性向40%以上
② 自己株式取得…必要に応じ適宜自己株式取得を検討。ROEを意識した経営

上期 40円
下期 40円

1株当たり配当金予想
2012年度 2013年度 2014年度

2015年度
（期初計画）

43.8% 42.9% 44.7% 40%超

（配当性向）

（減価償却費） 億円

1,150 
887 

408 

0

500

1,000

1,500

中計3か年

投資枠

中計3か年

着地見込

事業投資 設備投資（億円）

設備投資＋事業投資の進捗（中計3か年）

1,295（方針）

• 成長セグメント・成長エリアでの生産能力拡充

• 生産の効率化、コスト削減のための設備投資

• 安全安心を確立するための設備投資、グループインフラの強化



修正事業計画

修正事業計画 （年間）
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前期比 期初計画比

4,680 +8.4% +0.0% 4,316 4,680

260 +7.0% +6.1% 243 245

315 ▲4.5% +5.0% 330 300

250 +35.1% +25.0% 185 200

5.6% ▲0.1pt +0.3pt 5.6% 5.2%

6.7% ▲0.9pt +0.3pt 7.6% 6.4%

5.3% +1.1pt +1.1pt 4.3% 4.3%

2014年 2015年

前期実績 期初計画修正計画

2015年度

親会社株主に帰属する
当期純利益率

売上高（億円）

営業利益（億円）

経常利益（億円）

親会社株主に帰属する

当期純利益（億円）

営業利益率

経常利益率

 ブラジル事業を第３四半期から連結子会社化

 売上高予想は期初計画を据え置き

上期修正を受け、通期利益予想を修正（営業利益、経常利益、当期純利益）



APPENDIX



2015年度 上期 営業利益 増減分析 / 連結 （国内・海外）
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【増減要因の算出法】 ①変動費（Ａ,Ｂ,Ｃ,D）＝(今期の売上× 前期の売上高比率) －今期費用 ②固定費（Ｅ,Ｆ,Ｇ,）＝（前期－今期）費用

増益要因減益要因

A：売上高変動

営業利益増減

（単位：億円）

営業利益 124億円（前期比+30億円）

B：原価率変動

C：拡促費比率変動

D：物流費比率変動

E：減価償却費増減

F：広告宣伝費増減

G：一般管理費増減

H：年金調整等

（国内）

（海外）

（国内）

（海外）

（国内）

（海外）

（国内）

（海外）

（国内）

（海外）

（国内）

（海外）

（国内）

（海外）

限
界
利
益
増
減

固
定
費
増
減

30

▲12

▲1

▲2

▲1

▲6

15

8

6

▲13

▲11

▲5

▲0

19

5

27

▲20 0 20 40

原価率変動

＋ 即席めん事業の価格改定効果による原価率改善

＋ 明星 昨年稼働した埼玉第3工場の歩留まり改善

ー 原材料高騰による影響

ー 日清食品 オープンプライス化による原価率上昇

拡促費比率変動

＋ 日清食品 オープンプライス化による拡促費率減少

減価償却費変動

ー ERP費用の増加

広告宣伝費増減

ー 日清食品、日清シスコ、明星食品のCM費増加

一般管理費増減

ー ホールディングの人件費増、経費の増加

国 内

原価率変動

＋ 米国、中国の原材料安

拡促費比率変動

ー 香港の拡販費増加

一般管理費

ー 米州地域（為替影響、人件費増等）

ー 中国地域（為替影響、人件費増等）

海 外

セグメント別定性情報（国内）① 即席めん事業
21

明星食品 主力ブランドの強化と提案型マーケティングの実践

（参考） 明星食品グループ売上高（セグメント間取引含む）

上期

 価格改定の浸透

 主力ブランドの強化

 「一平ちゃん 夜店の焼そば」の徹底強化

• 広告宣伝によるコミュニケーション強化

• フレーバーエクステンションによる売り場提案力の強化

 「チャルメラ（袋）」の販売強化

• 広告宣伝によるコミュニケーション強化

 提案型マーケティングの実践

 アクティブシニア対策 「低糖質麺 はじめ屋」販売スタート（5月）

 埼玉第２工場稼働（8月）

 生産性の向上、安全安心管理の強化

下期

 広告宣伝強化による更なるブランド強化

 『低糖質ジャンル』の拡充

20％

UP↑

20％

UP↑

一平ちゃん 夜店の焼そば

チャルメラ

低糖質麺 はじめ屋

売上前期比 +10％ 営業利益前期比 +158％

(明星食品単体：売上前期比 ＋12％、営業利益前期比 ＋150％)

２０

周年

低糖質麺

ローカーボNoodleｓ（11月発売）

2015年度 2014年度

上期実績 額 率 上期実績

明星食品グループ 228 +24 +11.7% 204

（セグメント間取引） (28) (+5) (+23.5%) (23)

明星食品G　消去後 200 +19 +10.2% 182

15/'14増減



セグメント別定性情報（国内）② 低温事業
22

日清食品冷凍

成長カテゴリーへの集中、戦略商品強化、新チャネル開拓

上期

売上前期比 +7％ 営業利益 増益

 パスタカテゴリーの強化 … 価格改定実施（3月）

 「担々麺」の売上拡大

 「上海焼そば」の躍進

 「お好み焼」の成長

 パスタカテゴリーの強化

 「スパ王プレミアム」、「もちっと生パスタ」

 季節に合わせた商品提案力の強化

 米飯カテゴリーの強化

 CVSルートの拡大

日清食品チルド

ブランドの育成と技術の活用

上期

下期

下期

売上前期比 +8％ 営業利益 増益

 「冷し中華」好調

 8月前半までの暑さを追い風に売上アップ

 「行列のできる店のラーメン」の売上拡大

 シニア層の購買金額増

 「太麺焼そば」の市場浸透

 付加価値商品のさらなる強化・拡販

 「行列のできる店のラーメン」

 「太麺焼そば」

 新技術商品の発売

 「日清ラ王」リニューアル（打ち粉いらず製法）

セグメント別定性情報（国内）③ 菓子・飲料事業
23

日清ヨーク

乳酸菌の新たな価値創造へのチャレンジ

下期

上期

売上前期比 +5％ 営業利益 増益

 ピルクル

 期間限定「ピルクル1.3倍」の売上寄与

 「ちょうどいいピルクル200ｍｌ」の発売

 価格改定効果

 昨年10月価格改定

 ＰＢの取り組み強化

 価格改定一巡

 脱脂粉乳の供給の安定

 生産可能量の増加

 販促強化

 「十勝のむヨーグルト1000g」の採用拡大

日清シスコ

 シリアル事業

 「ごろグラ」TVCMの投入、大規模なプロモーション

 生産能力のさらなる拡大による供給能力の強化

 菓子事業

 ココナッツサブレの私立恵比寿中学とのコラボレーション企画（春、夏）

 サブレカーの全国巡回（サブレのおいしさ啓蒙活動）

シリアル事業

 「ごろグラ」の「ホットミルク」による食提案で秋冬の需要を喚起

菓子事業

 ココナッツサブレの私立恵比寿中学

とのコラボレーション企画（秋、冬）

下期

上期

成長事業（シリアル）と創業事業（菓子）の両輪による成長

売上前期比 +18％ 営業利益 減益

プロモーションによるブランド認知と体感の提供

プロモーションの継続と新価値提案



セグメント別定性情報（海外）① 米州地域
24

好きな具材を入れて

自分流にカスタマイズ

アメリカ

メキシコ

その他

現地人社長による米国新経営体制と総代表による中南米のフォロー強化

 ブラジル日清 完全子会社化

 ブラジル事業の味の素社持分50％を取得（2015.10.30完了）

 第3四半期から連結開始（予定）

 米州地域セグメントに編入（予定） (マネジメントアプローチ / 米州総代表管轄）

 通期計画達成を目指す

 市場の低迷の影響を受け上期の販売は振るわなかったが、足元は順調。

通期目標達成を目指す。

 「CUP NOODLES」紙容器（新カップ）テスト販売

 大手流通の店舗にてテスト導入

電子レンジ調理

ごみの減量化

• ＣＯ2削減

 昨年の税制改革の影響の反動増

 ペソ安による国内工場生産のメリット享受

 「CUP NOODLES」の販売強化

 新製品「RapiFideo」の販売強化

販売の回復と利益の確保

市場のニーズに合った商品の投入、マーケティング投資の検討

セグメント別定性情報（海外）② アジア地域
25

シンガポール

インド タイ

ベトナム

 男性向けの“強い味”をコンセプトに昨年発売した

「Waxada」ブランドにチャーシュー味の新製品

（Mi Xa Xiu）を4月に投入

普及価格帯の袋めん販促強化による売上拡大

自社営業体制による店舗開拓強化大都市における「CUP NOODLES」の売上拡大

収益基盤の安定

注力ブランドの深耕と三菱商事とのアライアンス

 競合メーカーの安全性問題を機に業界全体に広がっ

た消費者不安から「Top Ramen」も6月末から自主回

収。8月末に販売再開し回復急ぐ

 15年1～5月では「CUP NOODLES」（レギュラーサイズ）は

対前年売上が31％増と好調。8大都市からTier2の27都

市へと販路拡大

 「CUP NOODLES」はCVSチャネル、

並びに学校など中心に強化

 主要都市に、販売代理店とは別に

自社営業拠点を設置し、末端の取

引店舗開拓を推進

 6月に「CUP NOODLES」をリニューア

ルし、コンポジットカップ化と共に

新フレーバー2品を投入

Waxada
（Mi Xa Xiu)

NISSIN Bag

CUP NOODLESCUP NOODLES

Top Ramen

※「Top Ramen」 回収の影響軽減・回復へ注力

CUP NOODLES
（左：旧→右：新）

Cup Noodles 12 Girls Campaign

 （指名買いが多い市場でス

イッチングを促すため）新製

品への感度の高い都市部で

の営業を強化

 12種のフレーバーを訴求するため

12人のCUP NOODLES GIRLSを活用

した各種イベントを実施（Face Book

連動の人気投票、店頭プロモーショ

ン等）



セグメント別定性情報（海外）③ EMEA地域
26

その他の情報

 日清食品ビジネスサポート株式会社の日清食品ホールディングス株式会社への吸収合併（2015.10.1）

 間接業務の集約化・効率化を図ることにより、グローバル化を見据えた組織に変革し、当社グループの

事業基盤強化を実現するため、本合併を実施。

欧州 トルコ

欧州地域での収益力の維持、トルコへの新規参入

安定した経営基盤の構築 即席パスタ「MakarNeks」の育成

 「Soba」、「CUP NOODLES」の売上拡大

 新規マーケット拡大のためのマーケティング費用投入

 「MakarNeks（袋）」の適正な配荷率の維持

 「MakarNeks」カップタイプの発売

 広告宣伝投入（2015年2月～）

 店頭展示の強化
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